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Ⅰ 問 題
生きることの意味に関する先行研究









































































して OBoyle らは，個人にとっての QoL という複雑な事態を測定するた
めに，SEIQoL-DW(Schedule for the Evaluation of Individual Quality of Life -
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Direct Weighting，個人的人生の質評価票─直接重み付け法)という革新的な手













































本研究は最初ドイツ・ミュンヘン大学において，Dr. M. Fegg および
























の領域を 89ｻ7%の回答者が，仕事を 79ｻ2%，友人を 75ｻ8%，パー
トナーを 50ｻ6%，余暇を 46ｻ0%，スピリチュアリティを 12ｻ2%，
健康を 11ｻ5%，自然を 8ｻ2%，経済を 8ｻ1%，精神的満足を











を 44ｻ0%，友人を 38ｻ6%，健康を 30ｻ7%，自然を 30ｻ7%，ス
34
ピリチュアリティを 22ｻ7%，仕事を 16ｻ0%，家・庭を 12ｻ0%，














族の領域を 82ｻ7%の回答者が，仕事を 54ｻ1%，余暇を 40ｻ9%，
友人を 39ｻ7%，健康を 32ｻ2%，パートナーを 27ｻ2%，経済
を 14ｻ5%，家・庭を 9ｻ5%，スピリチュアリティを 9ｻ4%，自然























家族の領域を 80%の回答者が，余暇を 61%，友人を 55%，
パートナーを 34%，自然を 31%，仕事を 20%，快楽を 19%，
スピリチュアリティを 18%，健康を 12%，精神的満足を 8%，


















人生の目的に関する調査(Purpose in Life, PIL)および自己超越尺度




















また STSでは 1∼ 4の 4段階で，どの程度自分に当てはまるかを評定
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一回目については 3 領域挙げた者が 43ｻ6%， 4 領域 25ｻ0%， 5 領域
12ｻ8%， 6領域 4ｻ5%， 7領域 12ｻ2%であった。一方，二回目については，




内容は 1．家族 2．仕事 3．余暇 4．友人 5．健康 6．恋人 7．経
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